
４．地域子育て支援事業に係る「量の見込み」と「確保方策」について

（１）放課後児童健全育成(学童保育）事業

（利用定員） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 743人 725人 731人 735人 727人

②確保方策 777人 803人 803人 803人 803人

18か所 18か所 18か所 18か所 18か所

②－①　過不足 34人 78人 72人 68人 76人

（２）時間外保育（延長保育）事業

（日利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

①量の見込み 570人 564人 548人 531人 514人

②確保方策 570人 564人 548人 531人 514人

17か所 18か所 18か所 18か所 18か所

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

（３）子育て短期支援（ショートステイ）事業

（年間利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 0人 0人 0人 0人 0人

②確保方策 0人 0人 0人 0人 0人

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

（４）地域子育て支援拠点事業

（年間利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 10,864人 10,641人 10,529人 10,234人 9,979人

②確保方策 10,864人 10,641人 10,529人 10,234人 9,979人

6か所 7か所 7か所 7か所 7か所

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

確保の内容

H27年度 大空ｸﾗﾌﾞ：浦佐認定こども園内を廃止。新築工事、4-10月は仮設運営
　　　　六日町ｸﾗﾌﾞ：教室１室追加し２ｸﾗﾌﾞに分割
　　　　中之島ｸﾗﾌﾞ：教室１室追加し２ｸﾗﾌﾞに分割
　　　　石打ｸﾗﾌﾞ：長休時に教室等を追加
　　　　上関ｸﾗﾌﾞ：長休時に教室等を追加

H28年度 大空ｸﾗﾌﾞ：２棟新設し、２ｸﾗﾌﾞに分割
　　　　大崎ｸﾗﾌﾞ：現ｸﾗﾌﾞ室増築
　　　　北辰ｸﾗﾌﾞ：１棟増築し、２ｸﾗﾌﾞに分割
　　　　野の百合保育園の改築に合わせ、保育園にｸﾗﾌﾞを併設
　　　　たんぽぽ保育園の新設に合わせ、現保育施設を学童ｸﾗﾌﾞに変更
　　　　上記２ｸﾗﾌﾞの増員に合わせ、六日町ｸﾗﾌﾞは縮小

・本事業の供給は、基本的に現状で充足していると考えられる。
・27年度以降に開設する認定こども園、保育所においても、原則として事業を
　実施し、量の見込みに対応した事業量を供給する。

・ニーズ量が極端に少ないため当面の間、事業は実施しない。

・本事業の供給は、基本的に現状で充足していると考えられる。
・27年度以降に開設する認定こども園、保育所においても、原則として事業を
　実施し、量の見込みに対応した事業量を供給する。



（５）一時預かり事業

①幼稚園等における一時預かり（預かり事業）

（年間利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 1,599人 1,593人 1,512人 1,456人 1,424人

②確保方策 1,599人 1,593人 1,512人 1,456人 1,424人

2か所 2か所 2か所 2か所 2か所

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

②保育園等の一時預かり

（年間利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 3,066人 3,026人 2,925人 2,822人 2,753人

②確保方策 3,066人 3,026人 2,925人 2,822人 2,753人

10か所 11か所 11か所 11か所 11か所

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

（６）病児・病後児保育事業

（年間利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 483人 477人 462人 447人 437人

②確保方策 483人 477人 462人 447人 437人

4か所 4か所 4か所 4か所 4か所

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

（７）ファミリーサポートセンター事業

（年間利用児童数） Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

量の見込み 142人 142人 142人 142人 137人

②確保方策 142人 142人 142人 142人 137人

1か所 1か所 1か所 1か所 1か所

②－①　過不足 0人 0人 0人 0人 0人

確保の内容

・本事業の供給は、基本的に現状で充足していると考えられる。
・27年度以降に開設する認定こども園、保育所においても、原則として事業を
　実施し、量の見込みに対応した事業量を供給する。

・H27.11月に開院する市民病院で事業を実施する予定。

・本事業の供給は、基本的に現状で充足していると考えられる。

・本事業の供給は、基本的に現状で充足していると考えられる。
・預かりニーズにはこれまでどおり対応可能と考えられ、27年度から量の見込み
に対応した事業量を供給する。


